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2 0 2 2 年度モンゴルでの野外調査報告 

 

 

石垣忍・高橋亮雄 * ・実吉玄貴 * ・千葉謙太郎 * ・高崎竜司 * ・ B u u v e i  

M A I N B AYA R * * ・ K h i s h i g j a v  T S O G T B A ATA R * *  

                         岡 山 理 科 大 学 古 生 物 学 年 代 学 研 究 セ ン タ ー  

                        * 岡 山 理 科 大 学 生 物 地 球 学 部 生 物 地 球 学 科  

                      * * モ ン ゴ ル 科 学 ア カ デ ミ ー 古 生 物 学 研 究 所  

 

 

 

１． は じ め に  

 2 0 2 2 年 5 月 ～ 9 月 に か け て 実 施 し た モ ン ゴ ル 科 学 ア カ デ ミ ー 古 生 物 学 研 究 所 （ 以 下

『 I P M A S 』 と 呼 称 ） と 岡 山 理 科 大 学 の 、 ゴ ビ 砂 漠 に お け る 国 際 共 同 発 掘 調 査 に つ い て 報

告す る 。  

 

２． 調 査 概 略  

２－ １  野 外 調 査 対 象 地  

調査 化 石 産 地  3 ヶ所  ( S h a r  T s a v ,  A r t  B o g d ,  B a y n  S h i r e )  

 

２－ ２  岡 山 理 科 大 学 及び I P M A S の 参加 人数  

本学 教 員 及 び 研 究 員 5 名 、学生 3 名、 I P M A S 職 員 8 名  

古生 物 学 関 連 （ 本 学 教 員及 び 研 究 員 4 名 、学 生 2 名、 I P M A S 職 員  7 名 ）  

地質 学 関 連 （ 本 学 教 員 及び 研 究 員 1 名、 学 生 1 名、 I P M A S 職 員 1 名 ）  

 

２－ ３  調 査 日 程  

2 0 2 2 年  5 月 2 1 日 – 6 月 2 4 日（ 前 半 調 査 ）  

2 0 2 2 年  8 月 1 日 – 9 月 7 日（ 後 半 調 査 ）  

 

３． 前 半 調 査 の 参 加 者 ・日 程 ・ 主 な 成 果  

３－ １  参 加 者  

岡山 理 科 大 学 参 加 者  

1 )  S h i n o b u  I S H I G A K I  ( P r o f e s s o r ,  O U S )  

2 )  A k i o  T A K A H A S H I  ( P r o f e s s o r ,  O U S )  

3 )  M o t o t a k a  S A N E Y O S H I  ( A s s o c i a t e  P r o f e s s o r ,  O U S )  

4 )  R y u j i  T a k a s a k i  ( J S P S  P o s t d o c t o r a l  R e s e a r c h e r ,  O U S )  

5 )  M a s a n o r i  S h i m a d a  ( G r a d u a t e  s t u d e n t ,  O U S )  

6 )  H o k u t o  S a i t o  ( G r a d u a t e  s t u d e n t ,  O U S )  

I P M A S 参 加者  

1 )  T S O G T B A A T A R  K h i s h i g j a v  ( D i r e c t o r  o f  I P — M A S )  

2 )  M A I N B A Y A R  B u u v e i  ( R e s e a r c h e r  /  C a r  [ L a n d C r u i s e r ]  d r i v e r ,  I P )  

3 )  G A N Z O R I G  B a y a s g a a  ( R e s e a r c h e r ,  I P - M A S )  
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３－ ２  日 程  

5 月 2 0 日  

・ U l a a n b a a t a r 着（ 石 垣）   

5 月 2 1 日～ 5 月 3 1 日  

・ I P M A S 側と の打 ち合 わせ 及 び 共 同 研 究 作 業  

6 月 1 日  

・ U l a a n b a a t a r 発， S h a r  T s a v 着（ 石垣 ）  

6 月 2 日～ 6 月 6 日  

・ S h a r  T s a v の 足跡 化 石 調査  

6 月 7 日  

・ S h a r  T s a v 発 ， B u l g a n 西 方に てキ ャン プ  

6 月 8 日  

・ B u l g a n 西方 キ ャ ン プ 発、 K h o n g i l （ i n  A r t s  B o g d  M o u n t a i n  a r e a ） 着  

6 月 8 日午 後～ 6 月 1 4 日 午前  

・ A r t  B o g d  周 辺【 C h a v g a n t s  T o l g o i  （ K h o n g i l 東 方 ） 、 U l a a n  y o  C h o n j  

( K h o n g i l  最 東方 ) 、 G u n  S u k h a i t  ( K h o n g i l 西 方 )  】の 足 跡 化 石 新 産 地 調 査 、 D z a m i n  

K h o n d の 表採 調査（ 石 垣）  

6 月 1 4 日午 後  

・ K h o n g i l 発 、 U l a a n b a a t a r 着（ 石垣 ）  

6 月 1 5 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 調 査の片 付け 、論 文執 筆 打 ち合 わせ 、標 本 整 理 （石 垣 ）  

・ U l a a n b a a t a r 着（ 高 橋・實 吉・ 高崎 ・学 生 2 名）  

6 月 1 6 日‐ 6 月 2 3 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 、 夏調査 準備 、標 本調 査 、 研究 論文 執筆 （ 石 垣 ・高 橋 ・ 實 吉 ・ 高

崎・ 学 生 2 名 ）  

6 月 2 4 日  

・ U l a a n b a a t a r 発  日 本着（ 石垣 ・高 橋・ 實 吉 ・学 生 2 名 ）。  

 

３－ ３  主 な 野 外 調 査 成果  

S h a r  T s a v  に て竜 脚類 行跡化 石（ 1 7 本） 、ア ンキ ロ サ ウ ル ス 類 行 跡 化 石 （ 1 本） 等発 掘

調査 。 A r t  B o g d 周 辺に て竜脚 類行 跡化 石（ 6 本 、うち 4 本は 前足 印を 伴 う）等 発掘 調査 。

各種 分 析 を 目 的 と し た 化石 標 本 の 採 取 。  

 

４． 8 月 調 査 の 参加 者 ・ 日程 ・主 な成 果  

４－ １  参 加 者  

岡山 理 科 大 学 参 加 者  

1 )  A k i o  T A K A H A S H I  ( P r o f e s s o r ,  O U S )  

2 )  M o t o t a k a  S A N E Y O S H I  ( A s s o c i a t e  P r o f e s s o r ,  O U S )  

3 )  K e n t a r o  C H I B A  ( L e c t u r e r ,  O U S )  

4 )  R y u j i  T a k a s a k i  ( J S P S  P o s t d o c t o r a l  R e s e a r c h e r ,  O U S )  

5 )  K o t a  S A K A M O T O  ( G r a d u a t e  s t u d e n t ,  O U S )  

I P M A S 参 加者  

1 )  T S O G T B A A T A R  K h i s h i g j a v  ( D i r e c t o r  o f  I P - M A S )  

2 )  M A I N B A Y A R  B u u v e i  ( R e s e a r c h e r  /  C a r  [ r e n t a l  c a r ]  d r i v e r ,  I P -

M A S )  

3 )  B U Y A N T E G S H  B a t s a i k h a n  ( R e s e a r c h e r  /  C a r  [ L a n d  C r u i s e r ]  d r i v e r ,  I P -

M A S )  

4 )  P U R E V S U R E N  B y a m b a a  ( R e s e a r c h e r ,  I P - M A S )  
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5 )  B I L G U U N B O L D  B a t t u l g a  ( R e s e a r c h e r ,  I P - M A S )  

6 )  O C H I R J A N T S A N  E n k h b a t  ( p r e p a r a t o r  /  C a r  [ S u z u k i  t r u c k ]  d r i v e r ,  I P -

M A S )  

7 )  G A N T S E T E S G  J a m g a n  ( C o o k )  

 

４－ ２  日 程  

8 月 1 日  

・ U l a a n b a a t a r 着（ 高 橋・實 吉・ 千葉 ・学 生 1 名）  

・高 崎 は 6 月 より U l a a n b a a t a r にて 標本 調査 中 で あ っ たた め、 当該 日 よ り合 流  

8 月 2 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 準 備作業 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉・ 高崎 ・学 生 1 名 ）  

8 月 3 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 準 備作業 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉・ 高崎 ・学 生 1 名 ）  

8 月 4 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 準 備作業 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉・ 高崎 ・学 生 1 名 ）  

8 月 5 日  

・ U l a a n b a a t a r 発， B a y n  S h i r e 着 （高 橋・ 實 吉 ・千 葉 ・ 高崎 ・学 生 1 名）  

8 月 6 日～ 8 月 1 2 日  

B a y n  S h i r e の地 質調 査 、化石 発掘 調査 （高 橋 ・實 吉 ・千 葉・ 高崎 ・ 学生 1 名 ）  

8 月 1 3 日  

・ B a y n  S h i r e 発 、 U l a a n b a a t a r 着 （高 橋・ 高 崎 ）  

・ B a y n  S h i r e の 化石 発 掘 、地 質調 査、 標 本 ・ 試 料の 梱包 及び キャ ン プ 撤収 準備 （實 吉・

千葉 ・ 学 生 1 名）  

8 月 1 4 日  

・ B a y n  S h i r e 発 、 U l a a n b a a t a r 着 （實 吉・ 千 葉 ・学 生 1 名 ）  

・ U l a a n b a a t a r にて 標 本整理 （高 橋・ 高崎 ）  

8 月 1 5 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉 ・学 生 1 名）  

・ U l a a n b a a t a r にて 別 調査の 準備 作業 （高 崎 ） 、以 後別 行動  

8 月 1 6 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉 ）  

・ U l a a n b a a t a r 発、 日 本着（ 学生 1 名）  

8 月 1 7 日～ 8 月 2 0 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉 ）  

8 月 2 1 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （高 橋・ 實吉 ・ 千 葉 ）  

8 月 2 2 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （實 吉・ 千葉 ）  

・ U l a a n b a a t a r 発（ 高 橋）  

8 月 2 3 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （實 吉・ 千葉 ）  

・日 本 着 （ 高 橋 ）  

8 月 2 4 日～ 8 月 2 8 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （實 吉・ 千葉 ）  

8 月 2 9 日  

・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （千 葉）  

・ U l a a n b a a t a r 発、 日 本着（ 實吉 ）  

8 月 3 0 日～ 9 月 5 日  
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・ U l a a n b a a t a r にて 発 掘標本 ・岩 石試 料の 整 理 （千 葉）  

9 月 6 日  

・ U l a a n b a a t a r 発（ 千 葉）  

9 月 7 日  

・日 本 着 （ 千 葉 ）  

 

４－ ３  主 な 野 外 調 査 成果  

B a y n  S h i r e 層よ り脊 椎 動物化 石標 本群 、古 地 磁気 年 代測 定用 の泥 岩 試料、 U - P b 年 代測

定用 炭 酸 塩 岩 試 料 、 な どの 採 取 。 新 た な 報 告 とな る 、 小 型 脊 椎 動 物 化石 の 採 取 と 分 類 作

業。 各 種 分 析 を 目 的 と した 化 石 標 本 の 採 取 。  

 

５． ま と め  

 2 0 2 2 年に おけ るモ ン ゴル・ ゴビ 砂漠 で の 調 査では 、ゴ ビ砂 漠中 央 部にお ける 新た な足

跡化 石 の 発 見 、 B a y n  S h i r e 層 から多 種 の 脊椎 動物 化 石 の 発 掘 と 採 取 、異 な る 年 代 測 定 に

利用 さ れ る 岩 石 試 料 の 採取 な ど を 行 っ た 。 今 後、 採 取 化 石 の 分 類 決 定を 行 う と と も に 、 年

代測 定 用 試 料 を 用 い た 年代 決 定 の 可 能 性 を 探 る。 加 え て 、 こ れ ま で のゴ ビ 砂 漠 発 掘 調 査 で

採取 し 、 U l a a n b a a t a r にて 保 管 中 の 脊 椎 動 物 化 石 の 同 定 作 業 を す す め 、 多 様 な 方 法 を 用

いた 年 代 測 定 、 化 石 か らの 有 機 物 抽 出 と い っ た、 本 学 独 自 の 研 究 活 動も 継 続 予 定 で あ る 。  

 

６． 謝 辞  

 本 調 査 を 行 う に あ た り、 I P M A S 職 員の 皆様 、岡 山 理科 大学 の教 員 、 職員 、学 生の 皆様

に、 調 査 準 備 、 調 査 実 施、 標 本 管 理 、 標 本 輸 送、 等 の 各 種 作 業 に 対 して 、 多 大 な る ご 支 援

をい た だ い た 。 関 係 者 の皆 様 方 へ 深 く お 礼 申 し上 げ ま す 。 本 調 査 は 、日 本 学 術 振 興 会 科 学
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